
別紙様式 

平成２６年度 附属学校園存続のための特色化にかかわる事業実施報告書 

 

事業の名称 豊かな心をはぐくみ生き方の自覚を促す道徳教育の推進 

～心あったか事業～ 

事業実施代表者名 副校長 西尾 直樹 

実施附属学校名 附属旭川小学校 

事業内容 

（実施内容について、 

1,000 字程度で記述） 

  附属旭川幼小中の１２年道徳は，旭川地区の特色として取り組

んでいる。小は，幼と中の間にあり，３校園をつなぐ役割を果た

している。そこで，小が１２年道徳の推進役を務め，児童の道徳

性の実態を踏まえて道徳の時間の充実を図るとともに家庭や地域

社会と連携し，豊かな体験を通した道徳性の育成を図る取組を推

進している。 

  具体的には，道徳性検査を４月に実施し，それらよって得た実

態把握を道徳研究はもとより，道徳教育の全体計画，各学級の道

徳指導計画に反映した。 

  各界で活躍する人材等の道徳講師の招聘については，消防署員，

ＪＡＬのキャビンアテンダントや東京ディズニーランドのガイド

ツアーキャスト，旭山動物園飼育委員，旭川医科大学医師，(株)

福居製餡所専務，障害者を雇用するクリーニングの(株)健誠社員，

人権擁護委員等の講話や体験を道徳教育に生かした。とりわけ，

幼小連携では園児，小中連携では中学生との関わりについて，共

通的な体験活動を設定し，道徳の時間に生かすなどのことに取り

組んだ。 

  全校道徳参観日(約 400 名)には，保護者や地域に全学級の授業

を公開し，親子で考えを深める機会とした。研究成果の発信につ

いては，教育研究大会（約 530 名）で２授業を公開し，部会にお

いて研究提言をした。附属釧路小中の授業力向上研究セミナー〔道

徳〕において，旭川幼小中１２年道徳や本校の道徳研究について

提言した。旭川幼を会場とした授業力向上セミナー〔幼小連携〕(約

100 名)でも，幼小連携と道徳の時間の関連等を提言した。さらに，

道徳教育総合支援事業実践報告集や，道徳資料・講話素材集を教

育関係者に配布した。 

  道徳読み物資料については，東京書籍の資料を全校児童分と教

師用指導書を整備し活用を図った。 

  視聴覚教材として，「道徳ドキュメント」（各学年分，ＤＶＤ）



を整備した。実際にあった出来事や人生経験を題材に，自ら考え，

判断する力を養うものであり，教室や家庭で話し合うきっかけと

なる。また，児童の発表用ホワイトボードを整備し，授業で活用

できるようにした。さらに，各学級の掲示板に，道徳コーナーを

設けて活用を図った。 

 

成果と課題 

（活動の成果と課題に

ついて、500 字程度で

記述） 

〔成果〕道徳教育の充実，道徳の教科化への対応，小中一貫教育

の推進に寄与しているとの評価を学校関係者からいただいてい

る。具体的には，文部科学省の「わたしたちの道徳」を位置付け

た月別主題配列一覧表を提示するとともに，「わたしたちの道徳」

を活用した授業を公開し，研究協議を実施した。道徳の授業が，

テレビ，新聞で報道された。道徳資料・講話素材集の改善を図り，

活用した。具体的には，教育実習生の研究授業や全校道徳参観日，

日常の道徳の時間や朝・帰りの会等で活用した。月別主題配列一

覧表に基づき，「わたしたちの道徳」を位置付けた１時間単位の指

導略案を全時間分作成した。 

〔課題〕本事業の実施が，本校入試における受検者数の増加につ

ながっていない。保護者や幼稚園・保育園に向けて，道徳教育の

具体的な取組に関する情報を発信し理解を促進する必要がある。

今後も，新道徳性検査 HUMANⅢ（４月実施）による経年変化をと

らえ，研究実践に反映したい。ＰＴＡと連携した教育講演会は，

耐震化改修工事の関係で実施できなかったが，次年度は実施した

い。 

今後の発展性 

（残された課題の解決

方策及び取組の方向

性について、500 字程

度で記述） 

旭川幼小中の特色としている１２年道徳に関しては，全国的に

もあまりない取組であるとともに，社会のニーズや道徳の教科化

の動きもあることから，大学，幼，中との連携を図り，研究と実

践を積み重ねていく。 

  「１２年道徳」の長期的な評価や，数値的な評価の在り方を検

討することが考えられる。また，「①幼小中１２年道徳を学校経

営計画に位置付け，研究と実践の充実を図る。②学年，ブロック

が一層協力して道徳教育，学習指導，生徒指導に当たる。③道徳

教育や言語活動の充実と月別生活目標の指導を併せて行う。④い



（注）当該事業に係る写真等の参考となる資料がある場合は、この事業報告書に添付する

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じめの防止に努めるとともに，安全計画を随時改善し安全教育の

充実を図る。⑤志をはぐくむ教育や平和教育を推進するとともに，

社会で活躍した人や現在活躍している人を取り上げ夢や希望を育

てる。⑥園児や中学生，大学生，琉大附小や外国人との交流を多

様に取り入れる。」に取り組む。 

事業の公表状況 

（事業をＨＰで公開し

た場合、又は新聞等

に掲載された場合、

当該媒体名、掲載日

等を記入） 

・北海道通信「道教育大附属旭川小の研究」4/10 

・北海道通信「道徳総合支援事業実践報告集を発行」5/7 

・ケーブルテレビ・ポテト「デイリーニュース」４年１組道徳の

授業（西條俊介教諭）6/20 

・北海道通信「自ら学び考え行動する子を」6/27 

・北海道新聞「客室乗務員らが『思いやり』伝授」9/4 


